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A8)大腸癌肺転移切除症例 の検討

加藤 英雄 ｡坂内 誠
神田 達夫 ･新国 恵也
書川 時弘 ･佐々木公- 鷹 悪露罪霞東)

E対象ヨ1989年 1月から1996年 2月までの間をこ当科

で手術を施行された太腹癌手術症例 66壕例のうち肺転移

に対して手術を受けた13例を対象とした.【結果】大腸

癌原発巣L':T:)組織学的病朋は stage I:2例,stag IT:

5r札 st;lgtTZuこ1:二日町 stこlgP Ⅲb:2凧 stage･TV:

1例であった.転移時期は,同時性は 1例のみで,他の

12例は策略性であり,鼎時性では原発巣手術後最短 9カ

月から最長4年6動詞であった.肺転移部位は全て-側

性で,転移個数は, 1個 :3例 , 2個10例であった.再

切除症例は 1例で同側(r')切除を行一一､た.大きさは.直径

1cm 程度のものから 5cm 程度のものまであり,縦隔

リソバ節転移の廓清を行った4例率 1例にリソバ筋転移

を認めた.術式は部分切除 7例,薬切除6例であった.

E予後】1)これら13例の果横3年生存率は84.6%であ

り比較的良好であった.肺切除棟数濃生存は4年8カ月

であり,現在までのところ,無再発盤存例は10例で,再

発生存例は 1胤 死亡例は2例 日 例は肺三私 i例は多

発性肺転移)であった.2)肺切除術の 1年10カ月前及

び2年 7カ月前に肺転移に対して肝切除術が施行された

2例は衆に無再発生存中である.

A9)内視鏡的早期肺癌 に対す る気管支腔内照

射法の検討

三間 聡 ･宮尾
横山 晶･栗田 了 ...∴√.･∴ ●~;

笹本 聴東 や斎藤 薬理 ( 同 放射線科)

日的 :胸部X線無所見の内視鏡的早期肺癌に対する限

治を目的とした非観血的治療法n確正.

対象上方法 :組織学的に扇平上皮癌と確診された胸部

Ⅹ線無所見の内視鏡的早期肺癌を対象とした.放射線療

法は,LinaeX線による外照射 4OGl,:20同上 192II-t.him

wireをこよる低線量率の腔内照射 5Gy/回×5回を基準

線慶とした.経過観察は定期的な略疾細胞診と気管支鏡

検奈で行った.

結果 :1991年 7日より1996年5Flまでiこ57例66病巣

の治療を行った.症例は,全例男性,年齢中央値69才 (52

-80),PSは全例良好であった.瞳壕径は 1cm まで

が49病巣 (74%)と多数を占めていた.治療は計画通 り

の外照射 40Gy,腔内照射 25Gyが55病巣 (83%)をこ

施行された.局所効果は全例 CR で,これまでに7例

(うち竣例は魔窟径 2cm 以上)が局所再発 した.死亡

例は6例 (うち原病死2例)であった.治療を質する放

射線肺炎が3例 ,無症状の気管支鏡癌が2例,醒rade2

以上の発熱が12例に認められた.

結論 :本法は,安全性が高く,多発癌にも適応がある.

10%に局所再発がみられ 腫癌径 2cm 以下で鹿癌の

末櫓側辺縁の確認ができる症例を対象とする事が重要と

考えられた.今後は,農期予後の観察が必要である.

rT . 一 般演語B｢腫療マーカー｣

Bl) 口 腔 領域の悪性腫療患者における尿中 6-

h y d roxyTmナthlf)t(,,rill(.6.･-,∩-fiMJ)〕測定の臨

床 的 意義 (第2報)
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日的 :尿中 6-恒,droxllnethylptprin(6-rHlh..lPlが悪

性感癌の診断をこ有摺であるか否かを口腔領域悪性鹿療患

者で検討を行った.

対象なちびをこ方法 :対象は日本歯科大学新潟歯学部歯

科口腔外科を受診 した悪性慮藤愚老55例を対象とした.

方法は高速液倦クロマ トグラフィ-にて尿を直接注入す

る測定法を用いた.検討項目:1.組織塾,2.病期 (sta一

用性.

結果 :LI蛙領域悪性瞳場患者に頼 十る尿中 61HMP の

纏厳艶 病期劉比較検討で有意差を認めなかった.6胡 嘘P

別陽性率の比較では尿中 6-HMPが愚 も高値であり,

各群間では有意の相関は認められなかった.

結語 :6-H九†P量は,治療経過を的確i･こ反映し,予後

判定の指標として有周であると考えられた.


